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単位：円、上段（石当り価格）

　　　　　下段 ㎥ 当 り 価 格

樹　種

ス

　
　ギ

1月11日 2月2日

本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター

高　値 安　値 平均価格

3月2日

樹　種 材　長

　m

3.65

径　級

　cm

ス

　
　ギ

14下

16～22

24～34

高　値 安　値 平均価格 高　値 安　値 平均価格

出材量・販売量・販売率

１月：常連の量産工場は原木在庫が豊富なことから不参加。その影響で応札なしの物件も久々に出た。単価はやや弱含み。

　　　一部若齢木の出品があり、これは安い居所。

２月：２口以外はすべて若齢材だったこともあり、引き合いは弱く単価も弱含み。若齢材以外は横ばい。常連の量産工場が、原木

　　　在庫が豊富なことから不参加だったこともあり、今後も弱含みの推移となりそう。

３月：常連の量産工場や地元勢も、製品市況の落ち込みと、荷動きがここに来て一段と悪化していることから参加者は１名と低

　　　調。単価も弱含み横ばい。
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625㎥(2,250石)・432㎥(1,555石)・69% 639㎥(2,300石)・639㎥(2,300石)・100% 503㎥(1,810石)・124㎥(446石)・24%

第２８回 造林コンクール受賞林分第２８回 造林コンクール受賞林分

最優秀賞　収穫間伐の部
渡部　専一 氏

令和４年度  林業講演会令和４年度  林業講演会

優秀賞　収穫間伐の部
須藤　　進 氏

優良賞　枝打ちの部
本間　庄一 氏

入賞　保育間伐の部
木村　静枝 氏

入賞　収穫間伐の部
嶽石　伊久雄 氏

入賞　収穫間伐の部
池田　　隆 氏
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　令和５年３月３０日（木）任期満了による本組合役員選挙が執行され、理事２０名、監事３名が決定し

ました。

　今回の選挙では、理事、監事ともに無投票による当選となりました。任期は３月３１日（金）から３年

間となります。新役員は下記の通りです。

本荘由利森林組合役員選挙執行

２３名の役員が決定！
本荘由利森林組合役員選挙執行

２３名の役員が決定！

［第１選挙区］（定数４名）

１．板垣　正昭（再任）由利本荘市一番堰

２．田口　　基（新任）由利本荘市赤田

３．三浦　　功（再任）由利本荘市川口

４．佐藤　健一（再任）由利本荘市薬師堂

［第３選挙区（矢島地区）］（定数２名）

１．佐藤　勝榮（再任）由利本荘市矢島町田中町

２．小番　　勲（再任）由利本荘市矢島町立石

［第５選挙区（由利地区）］（定数２名）

１．熊谷　典夫（再任）由利本荘市東鮎川

２．佐々木法夫（再任）由利本荘市五十土

［第７選挙区（東由利地区）］（定数２名）

１．浅田　照信（再任）由利本荘市東由利宿

２．小松　佳和（再任）由利本荘市東由利田代

［第２選挙区（西目・仁賀保地区）］（定数３名）

１．鈴木　敏規（再任）にかほ市樋目野

２．佐藤　　勉（再任）にかほ市小国

３．齋藤惣一郎（再任）にかほ市象潟町

［第４選挙区（岩城地区）］（定数２名）

１．今野　廣一（新任）由利本荘市岩城内道川

２．伊藤　修二（再任）由利本荘市岩城滝俣

［第６選挙区（鳥海地区）］（定数２名）

１．佐藤　　衛（再任）由利本荘市鳥海町栗沢

２．鈴木　　充（再任）由利本荘市鳥海町上笹子

［第８選挙区（大内地区）］（定数３名）

１．小笠原俊彦（再任）由利本荘市大倉沢

２．小松　幸夫（再任）由利本荘市小栗山

３．武田　清光（新任）由利本荘市中帳

○理事当選者（届出順）

［全地区］（定数３名）

１．佐藤　憲一　（再任）由利本荘市矢島町七日町

２．加藤　　進　（再任）由利本荘市西目町西目

３．村上佐左衛門（再任）由利本荘市鳥海町才ノ神

○監事当選者（届出順）

由

　利

　地

　区

【
２
月
６
日
・
善
隣
館
】

Ｑ
、
山
形
県
で
は
大
型
林
業
機
械
を
使
っ
て

　
　
山
林
管
理
を
行
っ
て
い
る
よ
う
な
の
で

　
　
す
が
、
秋
田
県
で
は
ど
の
よ
う
な
状
況

　
　
な
の
か
。

【
県
か
ら
の
回
答
】

Ａ
、
秋
田
県
の
素
材
生
産
量
は
全
国
３
位
と

　
　
な
っ
て
い
ま
す
が
、
５
０
０
台
の
高
性

　
　
能
林
業
機
械
が
導
入
さ
れ
て
い
て
、
１

　
　
５
０
万
㎥
の
素
材
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
所
有
し
て
い
る
山
の
中
に
減
反
地
が
あ

　
　
り
、
現
在
の
地
目
は
原
野
に
な
っ
て
い

　
　
る
。
現
地
ま
で
行
く
道
も
壊
れ
て
い
る

　
　
よ
う
な
状
況
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
場
所

　
　
で
も
補
助
申
請
は
で
き
る
の
か
。

Ａ
、
該
当
地
の
デ
ー
タ
を
お
持
ち
の
上
、
支

　
　
所
へ
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

本

　荘

　地

　区

【
２
月
７
日
・
市
民
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
】

Ｑ
、
34
㎝
以
上
の
大
径
木
に
値
段
が
つ
い
て

　
　
い
な
い
状
況
の
よ
う
だ
が
、
ど
う
扱
え

　
　
ば
い
い
の
か
。

Ａ
、
い
い
物
で
あ
れ
ば
そ
れ
な
り
の
値
段
が

　
　
つ
き
ま
す
が
、
ま
と
ま
っ
た
量
で
な
い

　
　
と
取
引
さ
れ
な
い
た
め
、
周
り
を
巻
き

　
　
込
ん
で
集
約
化
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
、
テ
レ
ビ
で
木
材
を
使
っ
た
高
層
建
築
が

　
　
普
及
し
て
い
る
と
の
報
道
を
見
た
の
だ

　
　
が
、
秋
田
県
で
は
ど
の
よ
う
な
見
通
し

　
　
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
県
か
ら
の
回
答
】

Ａ
、
県
内
で
は
木
造
高
層
建
築
は
多
く
あ
り

　
　
ま
せ
ん
。
高
層
建
築
で
は
な
い
で
す
が
、

　
　
道
の
駅
ふ
た
つ
い
は
木
造
耐
火
建
築
で

　
　
建
て
ら
れ
て
お
り
、
耐
火
建
築
に
木
材

　
　
が
使
わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
森
林
環
境
譲
与
税
は
各
都
道
府
県
の
人

　
　
口
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
て
い
る
と
聞
い

　
　
た
が
、
都
市
部
に
は
森
林
が
少
な
い
た

　
　
め
使
い
き
れ
ず
に
余
る
は
ず
だ
。
森
林

　
　
を
守
る
た
め
に
は
、
人
口
割
で
は
な
く
、

　
　
森
林
の
大
小
に
応
じ
た
配
分
を
す
べ
き

　
　
で
は
な
い
か
。

【
県
か
ら
の
回
答
】

Ａ
、
全
国
か
ら
同
じ
よ
う
な
声
が
出
て
お
り
、

　
　
令
和
５
年
度
の
税
制
改
正
に
は
間
に
合

　
　
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
配
分
の
見
直
し

　
　
を
政
府
に
対
し
て
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

東

由

利

地

区

【
２
月
６
日
・
有
鄰
館
】

Ｑ
、
近
年
、
再
造
林
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す

　
　
が
皆
伐
面
積
に
対
し
て
ど
れ
く
ら
い
の

　
　
割
合
で
再
造
林
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
、
当
組
合
の
直
営
班
が
皆
伐
し
た
箇
所
に

　
　
つ
い
て
は
７
割
ほ
ど
の
率
で
再
造
林
さ

　
　
れ
て
い
ま
す
。
国
有
林
は
ほ
と
ん
ど
で

　
　
す
。
組
合
員
の
山
に
つ
い
て
も
同
様
に

　
　
７
割
ほ
ど
再
造
林
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

　
　
い
ま
す
。

Ｑ
、
Ｊ―

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
は
ど
の
よ
う
な
も

　
　
の
な
の
か
。

【
県
か
ら
の
回
答
】

Ａ
、
木
は
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
に
な
る
の

　
　
で
す
が
、
そ
の
機
能
を
可
視
化
し
て
さ

　
　
ら
に
現
金
化
す
る
制
度
で
す
。
日
本
は

　
　
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の
排

　
　
出
量
ゼ
ロ
を
目
指
す
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

　
　
ト
ラ
ル
宣
言
を
し
ま
し
た
が
、
ど
う
し

　
　
て
も
二
酸
化
炭
素
を
排
出
せ
ざ
る
を
得

　
　
な
い
企
業
等
は
Ｊ―

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購

　
　
入
し
て
、
排
出
し
た
二
酸
化
炭
素
と
相

　
　
殺
す
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

仁

賀

保

地

区

【
２
月
７
日
・
む
ら
す
ぎ
荘
】

Ｑ
、
組
合
員
の
関
心
が
最
も
高
い
の
は
自
分

　
　
の
山
の
立
木
価
格
だ
と
は
思
う
が
、
現

　
　
在
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

Ａ
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
よ
り
は
上
が
っ
て
い
ま

　
　
す
が
徐
々
に
下
が
り
始
め
て
い
ま
す
。

　
　
し
か
し
、
従
来
捨
て
て
い
た
曲
り
や
劣

　
　
材
を
ラ
ミ
ナ
に
回
す
等
し
て
少
し
で
も

　
　
組
合
員
に
還
元
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

　
　
ま
す
。

Ｑ
、
再
造
林
の
助
成
金
は
い
つ
ま
で
続
く
の

　
　
か
。

【
県
か
ら
の
回
答
】

Ａ
、
令
和
７
年
度
ま
で
は
再
造
林
拡
大
の
目

　
　
標
値
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
何
ら
か

　
　
の
支
援
は
続
く
は
ず
で
す
が
、
そ
れ
以

　
　
降
は
未
定
で
す
。

Ｑ
、
西
目
の
国
道
端
の
松
が
枯
れ
て
壊
滅
状

　
　
態
だ
が
原
因
は
何
か
。
枯
れ
な
い
松
を

　
　
植
え
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

Ａ
、
昨
年
は
付
近
の
薬
剤
散
布
を
行
っ
て
い

　
　
な
か
っ
た
よ
う
で
そ
れ
が
原
因
で
は
な

　
　
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
市
か
ら
の
回
答
】

Ａ
、
来
年
度
に
枯
れ
松
を
伐
採
す
る
計
画
と

　
　
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
植
栽
を
予
定
し

　
　
て
い
ま
す
。

【
県
か
ら
の
回
答
】

Ａ
、
枯
れ
た
松
は
抵
抗
性
の
も
の
で
は
な
く

　
　
普
通
の
松
を
植
栽
し
た
も
の
で
す
。
海

　
　
水
浴
場
の
近
く
に
は
抵
抗
性
松
を
植
栽

　
　
し
て
い
て
こ
れ
は
枯
れ
て
い
ま
せ
ん
の

　
　
で
、
抵
抗
性
松
の
植
栽
を
検
討
し
て
い

　
　
ま
す
。
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　２月２日（木）～７日（火）の期間、３年ぶりに各地区で地区座談会が開催されました。小松組合長の挨拶に続き、参事・

各課長が今年度の組合経営状況と、各部門の事業進捗状況等を報告しました。

　座談会では組合員の皆様から多数のご質問をいただきましたので、各地区での会の様子も添えていくつかご紹介いたします。

令和４年度  地区座談会  開催令和４年度  地区座談会  開催

岩

　城

　地

　区

【
２
月
２
日
・
岩
城
総
合
支
所
亀
田
出
張
所
】

Ｑ
、
昨
年
値
上
が
り
し
た
木
材
価
格
が

　
　
最
近
に
な
っ
て
下
が
っ
て
き
た
要

　
　
因
は
な
に
か
。

【
県
か
ら
の
回
答
】

Ａ
、
輸
入
が
停
滞
し
て
い
た
外
材
が
入

　
　
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
日
本
国
内

　
　
の
在
庫
が
増
え
て
き
た
こ
と
が
大

　
　
き
な
理
由
で
す
。

Ｑ
、
杉
の
素
材
生
産
の
今
後
の
増
減
の

　
　
見
通
し
は
ど
う
か
。

Ａ
、
来
年
度
の
住
宅
着
工
数
は
10
万
戸

　
　
ほ
ど
減
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想

　
　
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
製
材

　
　
品
需
要
が
減
っ
て
い
く
こ
と
に
な

　
　
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
代
わ
る
も

　
　
の
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
な
い
で
し
ょ
う
。

Ｑ
、
ナ
ラ
枯
れ
の
被
害
状
況
は
ど
の
よ

　
　
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
県
か
ら
の
回
答
】

Ａ
、
面
積
の
把
握
は
難
し
い
の
で
す
が
、

　
　
今
年
度
の
被
害
本
数
は
由
利
管
内

　
　
で
約
２
，
６
０
０
本
と
な
っ
て
い

　
　
ま
す
。
毎
年
の
被
害
状
況
と
し
て

　
　
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

大

　内

　地

　区

【
２
月
２
日
・
大
内
公
民
館
】

Ｑ
、
自
身
の
所
有
山
林
の
相
続
後
の
維

　
　
持
管
理
に
不
安
が
あ
る
の
だ
が
、

　
　
今
後
ど
の
よ
う
に
保
有
す
べ
き
か
。

Ａ
、
対
象
地
の
環
境
条
件
、
面
積
な
ど

　
　
多
面
的
に
捉
え
た
上
で
判
断
す
る

　
　
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
一

　
　
度
支
所
に
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
、
調
査
等
で
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

　
　
事
例
は
あ
る
か
。

【
県
か
ら
の
回
答
】

Ａ
、
狭
い
範
囲
で
す
が
、
県
・
市
の
山

　
　
林
で
活
用
例
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

　
　
ド
ロ
ー
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

　
　
現
在
５
ヵ
年
計
画
で
航
空
レ
ー
ザ

　
　
ー
分
析
に
よ
る
山
林
調
査
の
事
業

　
　
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
山
林
の
意
向
調
査
に
回
答
し
た
が

　
　
そ
の
結
果
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

　
　
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
、
所
有
者
の
意
向
や
条
件
に
合
致
し

　
　
た
箇
所
の
事
業
つ
い
て
、
由
利
管

　
　
内
で
は
主
に
保
育
間
伐
が
行
わ
れ

　
　
て
い
ま
す
。
今
後
規
模
が
拡
大
さ

　
　
れ
る
見
通
し
で
す
。

鳥

　海

　地

　区

【
２
月
３
日
・
紫
水
館
】

Ｑ
、
製
材
部
門
の
収
益
・
費
用
は
計
画

　
　
対
比
で
70
％
台
で
す
が
、
利
益
は

　
　
１
６
５
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

　
　
要
因
は
何
な
の
か
。

Ａ
、
20
年
近
く
製
品
単
価
が
変
わ
っ
て

　
　
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
度
あ

　
　
た
り
か
ら
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
影

　
　
響
で
単
価
が
５
割
以
上
上
が
っ
た

　
　
こ
と
が
主
な
要
因
か
と
思
わ
れ
ま

　
　
す
。

Ｑ
、
鳥
海
地
区
は
地
滑
り
地
帯
で
災
害

　
　
に
結
び
つ
く
よ
う
な
土
地
柄
だ
が
、

　
　
何
か
対
策
や
予
防
策
は
な
い
の
か
。

【
県
か
ら
の
回
答
】

Ａ
、
確
か
に
鳥
海
地
区
は
地
滑
り
防
止

　
　
区
域
や
危
険
地
区
が
多
く
、
県
や

　
　
市
で
も
該
当
エ
リ
ア
の
デ
ー
タ
を

　
　
持
っ
て
い
ま
す
。
地
滑
り
を
未
然

　
　
に
防
ぐ
に
は
区
域
内
の
水
を
外
に

　
　
排
除
す
る
こ
と
が
非
常
に
大
切
で

　
　
す
の
で
、
一
度
行
政
に
ご
相
談
い

　
　
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

矢

　島

　地

　区

【
２
月
３
日
・
日
新
館
】

Ｑ
、
皆
伐
し
て
10
年
ほ
ど
経
つ
山
は
再

　
　
造
林
助
成
の
対
象
に
な
る
の
か
。

Ａ
、
再
造
林
助
成
に
つ
い
て
は
現
状
の

　
　
森
林
簿
の
表
記
に
も
関
連
し
ま
す

　
　
の
で
県
と
の
協
議
が
必
要
で
す
。

Ｑ
、
西
目
の
製
材
所
で
は
桐
の
木
は
扱

　
　
っ
て
い
る
か
。

Ａ
、
秋
田
市
の
木
材
流
通
セ
ン
タ
ー
で

　
　
は
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
ま
と
ま

　
　
っ
た
量
が
あ
れ
ば
運
搬
い
た
し
ま

　
　
す
。

Ｑ
、
由
利
本
荘
市
で
は
森
林
環
境
譲
与

　
　
税
を
山
林
の
航
空
計
測
に
使
用
し

　
　
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
デ
ー
タ

　
　
は
個
人
の
森
林
管
理
に
も
利
用
で

　
　
き
る
も
の
な
の
か
。

Ａ
、
デ
ー
タ
の
収
集
事
業
に
は
５
年
ほ

　
　
ど
か
か
る
予
定
で
す
が
、
事
業
終

　
　
了
後
に
デ
ー
タ
利
用
に
つ
い
て
の

　
　
説
明
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

第28回 造林コンクール表彰授与式及び林業講演会第28回 造林コンクール表彰授与式及び林業講演会
　
昨
年
度
・
一
昨
年
度
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
開
催
を
見

送
っ
て
い
た
造
林
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
授
与

式
及
び
林
業
講
演
会
で
す
が
、
今
年
度
よ

り
再
開
す
る
こ
と
と
な
り
、
令
和
５
年
２

月
16
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
３
部
門
６
点
が
入
賞
し
、
由
利
地
域

振
興
局
長
、
由
利
森
林
管
理
署
長
、
秋
田

県
森
林
組
合
連
合
会
長
、
本
荘
由
利
森
林

組
合
長
か
ら
各
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
林
業
講
演
会
で
は
、
秋
田
県
農
林
水
産

部
林
業
木
材
産
業
課
間
伐
・
造
林
班
副
主

幹
の
加
藤
貴
志
氏
よ
り
「
Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ

ト
制
度
に
お
け
る
森
林
由
来
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
概
要
に
つ
い
て
」
と
題
し
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◆ 最優秀賞（由利地域振興局長賞）
収穫間伐の部　渡部　専一 氏（岩城地区）

◆ 優良賞（県森連会長賞）
枝 打 ち の 部　本間　庄一 氏（本荘地区）

◆ 入賞（森林組合長賞）
保育間伐の部　木村　静枝 氏（矢島地区）

収穫間伐の部　嶽石伊久雄 氏（東由利地区）

収穫間伐の部　池田　　隆 氏（本荘地区）

◆ 優秀賞（由利森林管理署長賞）
収穫間伐の部　須藤　　進 氏（仁賀保地区）

※受賞林分の写真は最終ページに掲載しています。

◆ 審 査 講 評 ◆   （最優秀賞のみ紹介）

　今年度の参加件数は８件でいずれも森林所有者の

施業意欲が感じられる優れた林分であった。

　その中でも最優秀賞受賞林分は、５年ごとの適切

な間伐により立木の生育状況がよく、形状も揃って

おり理想的な林相となっている。林内作業路の配置

もよく、適切な採材により、製材・合板・チップと

余すことなく利用されているところも高評価につな

がった。

令和４年度  林業グループ活動実績発表コンクール

　本荘由利森林組合林業研究会における一昨年度の発表で、林業の施業集約化に関するいくつかの課題の解
決に向けた活動として、森林ＧＩＳ（Geographic Information System：地理情報システム）を用いた森林
情報の一元管理及び共有化をテーマに掲げ、その第一段階として、会員の所有山林の一部を対象にＧＰＳ

（Global Positioning System：全地球測位システム）を用いた境界測量を行い、その結果をパソコン上で表
示できるようにするところまでを実施いたしました。
　今年度は前回に引き続きスマート林業に関する取り組みを行い、「スマート林業における電子データで管理
する山林情報」と題して、境界情報以外についても情報を集積して前回作成した図面と紐づけて管理するた
めの手法を調査・研究し、その内容について発表いたしました。
　審査の結果、時代にマッチしたスマート林業に関する取り組みが評価され、当研究会が優秀賞を受賞いたし
ました。優秀賞受賞グループは９月頃に青森県で開催予定の北海道・東北ブロック大会に出場することになり
ます。
　今回参加した各団体の審査結果とテーマは下記の通りです。

◎優秀賞…本荘由利森林組合林業研究会
　　　　　「スマート林業における電子データで管理する山林情報」
◎優良賞…ＦＷ．ＯＧＡＣＨＩ
　　　　　「学校林をフィールドとした森林資源循環学習会について」
◎次　点…鹿角地方林業後継者連絡協議会
　　　　　「鹿角地方林業後継者連絡協議会の活動について」
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　２月２日（木）～７日（火）の期間、３年ぶりに各地区で地区座談会が開催されました。小松組合長の挨拶に続き、参事・

各課長が今年度の組合経営状況と、各部門の事業進捗状況等を報告しました。

　座談会では組合員の皆様から多数のご質問をいただきましたので、各地区での会の様子も添えていくつかご紹介いたします。

令和４年度  地区座談会  開催令和４年度  地区座談会  開催

岩

　城

　地

　区

【
２
月
２
日
・
岩
城
総
合
支
所
亀
田
出
張
所
】

Ｑ
、
昨
年
値
上
が
り
し
た
木
材
価
格
が

　
　
最
近
に
な
っ
て
下
が
っ
て
き
た
要

　
　
因
は
な
に
か
。

【
県
か
ら
の
回
答
】

Ａ
、
輸
入
が
停
滞
し
て
い
た
外
材
が
入

　
　
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
日
本
国
内

　
　
の
在
庫
が
増
え
て
き
た
こ
と
が
大

　
　
き
な
理
由
で
す
。

Ｑ
、
杉
の
素
材
生
産
の
今
後
の
増
減
の

　
　
見
通
し
は
ど
う
か
。

Ａ
、
来
年
度
の
住
宅
着
工
数
は
10
万
戸

　
　
ほ
ど
減
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想

　
　
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
製
材

　
　
品
需
要
が
減
っ
て
い
く
こ
と
に
な

　
　
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
代
わ
る
も

　
　
の
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
な
い
で
し
ょ
う
。

Ｑ
、
ナ
ラ
枯
れ
の
被
害
状
況
は
ど
の
よ

　
　
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
県
か
ら
の
回
答
】

Ａ
、
面
積
の
把
握
は
難
し
い
の
で
す
が
、

　
　
今
年
度
の
被
害
本
数
は
由
利
管
内

　
　
で
約
２
，
６
０
０
本
と
な
っ
て
い

　
　
ま
す
。
毎
年
の
被
害
状
況
と
し
て

　
　
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

大

　内

　地

　区

【
２
月
２
日
・
大
内
公
民
館
】

Ｑ
、
自
身
の
所
有
山
林
の
相
続
後
の
維

　
　
持
管
理
に
不
安
が
あ
る
の
だ
が
、

　
　
今
後
ど
の
よ
う
に
保
有
す
べ
き
か
。

Ａ
、
対
象
地
の
環
境
条
件
、
面
積
な
ど

　
　
多
面
的
に
捉
え
た
上
で
判
断
す
る

　
　
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
一

　
　
度
支
所
に
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
、
調
査
等
で
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

　
　
事
例
は
あ
る
か
。

【
県
か
ら
の
回
答
】

Ａ
、
狭
い
範
囲
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す
が
、
県
・
市
の
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あ
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、
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あ
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ま
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業
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滑
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何
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市
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も
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の
デ
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を

　
　
持
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ま
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地
滑
り
を
未
然

　
　
に
防
ぐ
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は
区
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内
の
水
を
外
に

　
　
排
除
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こ
と
が
非
常
に
大
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で

　
　
す
の
で
、
一
度
行
政
に
ご
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た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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デ
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管
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で
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も
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な
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、
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に
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定
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が
、
事
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終

　
　
了
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か
と
思
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す
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もよく、適切な採材により、製材・合板・チップと

余すことなく利用されているところも高評価につな

がった。

令和４年度  林業グループ活動実績発表コンクール

　本荘由利森林組合林業研究会における一昨年度の発表で、林業の施業集約化に関するいくつかの課題の解
決に向けた活動として、森林ＧＩＳ（Geographic Information System：地理情報システム）を用いた森林
情報の一元管理及び共有化をテーマに掲げ、その第一段階として、会員の所有山林の一部を対象にＧＰＳ

（Global Positioning System：全地球測位システム）を用いた境界測量を行い、その結果をパソコン上で表
示できるようにするところまでを実施いたしました。
　今年度は前回に引き続きスマート林業に関する取り組みを行い、「スマート林業における電子データで管理
する山林情報」と題して、境界情報以外についても情報を集積して前回作成した図面と紐づけて管理するた
めの手法を調査・研究し、その内容について発表いたしました。
　審査の結果、時代にマッチしたスマート林業に関する取り組みが評価され、当研究会が優秀賞を受賞いたし
ました。優秀賞受賞グループは９月頃に青森県で開催予定の北海道・東北ブロック大会に出場することになり
ます。
　今回参加した各団体の審査結果とテーマは下記の通りです。

◎優秀賞…本荘由利森林組合林業研究会
　　　　　「スマート林業における電子データで管理する山林情報」
◎優良賞…ＦＷ．ＯＧＡＣＨＩ
　　　　　「学校林をフィールドとした森林資源循環学習会について」
◎次　点…鹿角地方林業後継者連絡協議会
　　　　　「鹿角地方林業後継者連絡協議会の活動について」
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　令和５年３月３０日（木）任期満了による本組合役員選挙が執行され、理事２０名、監事３名が決定し

ました。

　今回の選挙では、理事、監事ともに無投票による当選となりました。任期は３月３１日（金）から３年

間となります。新役員は下記の通りです。

本荘由利森林組合役員選挙執行

２３名の役員が決定！
本荘由利森林組合役員選挙執行

２３名の役員が決定！

［第１選挙区］（定数４名）

１．板垣　正昭（再任）由利本荘市一番堰

２．田口　　基（新任）由利本荘市赤田

３．三浦　　功（再任）由利本荘市川口

４．佐藤　健一（再任）由利本荘市薬師堂

［第３選挙区（矢島地区）］（定数２名）

１．佐藤　勝榮（再任）由利本荘市矢島町田中町

２．小番　　勲（再任）由利本荘市矢島町立石

［第５選挙区（由利地区）］（定数２名）

１．熊谷　典夫（再任）由利本荘市東鮎川

２．佐々木法夫（再任）由利本荘市五十土

［第７選挙区（東由利地区）］（定数２名）

１．浅田　照信（再任）由利本荘市東由利宿

２．小松　佳和（再任）由利本荘市東由利田代

［第２選挙区（西目・仁賀保地区）］（定数３名）

１．鈴木　敏規（再任）にかほ市樋目野

２．佐藤　　勉（再任）にかほ市小国

３．齋藤惣一郎（再任）にかほ市象潟町

［第４選挙区（岩城地区）］（定数２名）

１．今野　廣一（新任）由利本荘市岩城内道川

２．伊藤　修二（再任）由利本荘市岩城滝俣

［第６選挙区（鳥海地区）］（定数２名）

１．佐藤　　衛（再任）由利本荘市鳥海町栗沢

２．鈴木　　充（再任）由利本荘市鳥海町上笹子

［第８選挙区（大内地区）］（定数３名）

１．小笠原俊彦（再任）由利本荘市大倉沢

２．小松　幸夫（再任）由利本荘市小栗山

３．武田　清光（新任）由利本荘市中帳

○理事当選者（届出順）

［全地区］（定数３名）

１．佐藤　憲一　（再任）由利本荘市矢島町七日町

２．加藤　　進　（再任）由利本荘市西目町西目

３．村上佐左衛門（再任）由利本荘市鳥海町才ノ神

○監事当選者（届出順）

由

　利

　地

　区

【
２
月
６
日
・
善
隣
館
】

Ｑ
、
山
形
県
で
は
大
型
林
業
機
械
を
使
っ
て

　
　
山
林
管
理
を
行
っ
て
い
る
よ
う
な
の
で

　
　
す
が
、
秋
田
県
で
は
ど
の
よ
う
な
状
況

　
　
な
の
か
。

【
県
か
ら
の
回
答
】

Ａ
、
秋
田
県
の
素
材
生
産
量
は
全
国
３
位
と

　
　
な
っ
て
い
ま
す
が
、
５
０
０
台
の
高
性

　
　
能
林
業
機
械
が
導
入
さ
れ
て
い
て
、
１

　
　
５
０
万
㎥
の
素
材
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
所
有
し
て
い
る
山
の
中
に
減
反
地
が
あ

　
　
り
、
現
在
の
地
目
は
原
野
に
な
っ
て
い

　
　
る
。
現
地
ま
で
行
く
道
も
壊
れ
て
い
る

　
　
よ
う
な
状
況
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
場
所

　
　
で
も
補
助
申
請
は
で
き
る
の
か
。

Ａ
、
該
当
地
の
デ
ー
タ
を
お
持
ち
の
上
、
支

　
　
所
へ
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

本

　荘

　地

　区

【
２
月
７
日
・
市
民
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
】

Ｑ
、
34
㎝
以
上
の
大
径
木
に
値
段
が
つ
い
て

　
　
い
な
い
状
況
の
よ
う
だ
が
、
ど
う
扱
え

　
　
ば
い
い
の
か
。

Ａ
、
い
い
物
で
あ
れ
ば
そ
れ
な
り
の
値
段
が

　
　
つ
き
ま
す
が
、
ま
と
ま
っ
た
量
で
な
い

　
　
と
取
引
さ
れ
な
い
た
め
、
周
り
を
巻
き

　
　
込
ん
で
集
約
化
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
、
テ
レ
ビ
で
木
材
を
使
っ
た
高
層
建
築
が

　
　
普
及
し
て
い
る
と
の
報
道
を
見
た
の
だ

　
　
が
、
秋
田
県
で
は
ど
の
よ
う
な
見
通
し

　
　
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
県
か
ら
の
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答
】

Ａ
、
県
内
で
は
木
造
高
層
建
築
は
多
く
あ
り

　
　
ま
せ
ん
。
高
層
建
築
で
は
な
い
で
す
が
、

　
　
道
の
駅
ふ
た
つ
い
は
木
造
耐
火
建
築
で

　
　
建
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ら
れ
て
お
り
、
耐
火
建
築
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木
材
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め
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ま
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。

Ｑ
、
森
林
環
境
譲
与
税
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各
都
道
府
県
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人

　
　
口
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
て
い
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と
聞
い

　
　
た
が
、
都
市
部
に
は
森
林
が
少
な
い
た

　
　
め
使
い
き
れ
ず
に
余
る
は
ず
だ
。
森
林

　
　
を
守
る
た
め
に
は
、
人
口
割
で
は
な
く
、

　
　
森
林
の
大
小
に
応
じ
た
配
分
を
す
べ
き

　
　
で
は
な
い
か
。

【
県
か
ら
の
回
答
】

Ａ
、
全
国
か
ら
同
じ
よ
う
な
声
が
出
て
お
り
、

　
　
令
和
５
年
度
の
税
制
改
正
に
は
間
に
合

　
　
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
配
分
の
見
直
し

　
　
を
政
府
に
対
し
て
働
き
か
け
て
い
ま
す
。
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【
２
月
６
日
・
有
鄰
館
】

Ｑ
、
近
年
、
再
造
林
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す

　
　
が
皆
伐
面
積
に
対
し
て
ど
れ
く
ら
い
の

　
　
割
合
で
再
造
林
さ
れ
て
い
る
の
か
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Ａ
、
当
組
合
の
直
営
班
が
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し
た
箇
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に
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い
て
は
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で
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林
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れ
て
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と
ん
ど
で
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合
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に
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も
同
様
に
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ど
再
造
林
さ
せ
て
い
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だ
い
て
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す
。

Ｑ
、
Ｊ―

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
は
ど
の
よ
う
な
も

　
　
の
な
の
か
。

【
県
か
ら
の
回
答
】

Ａ
、
木
は
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
に
な
る
の

　
　
で
す
が
、
そ
の
機
能
を
可
視
化
し
て
さ

　
　
ら
に
現
金
化
す
る
制
度
で
す
。
日
本
は

　
　
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の
排

　
　
出
量
ゼ
ロ
を
目
指
す
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

　
　
ト
ラ
ル
宣
言
を
し
ま
し
た
が
、
ど
う
し

　
　
て
も
二
酸
化
炭
素
を
排
出
せ
ざ
る
を
得

　
　
な
い
企
業
等
は
Ｊ―

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購

　
　
入
し
て
、
排
出
し
た
二
酸
化
炭
素
と
相

　
　
殺
す
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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【
２
月
７
日
・
む
ら
す
ぎ
荘
】

Ｑ
、
組
合
員
の
関
心
が
最
も
高
い
の
は
自
分

　
　
の
山
の
立
木
価
格
だ
と
は
思
う
が
、
現

　
　
在
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

Ａ
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
よ
り
は
上
が
っ
て
い
ま

　
　
す
が
徐
々
に
下
が
り
始
め
て
い
ま
す
。

　
　
し
か
し
、
従
来
捨
て
て
い
た
曲
り
や
劣

　
　
材
を
ラ
ミ
ナ
に
回
す
等
し
て
少
し
で
も

　
　
組
合
員
に
還
元
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

　
　
ま
す
。

Ｑ
、
再
造
林
の
助
成
金
は
い
つ
ま
で
続
く
の

　
　
か
。

【
県
か
ら
の
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答
】

Ａ
、
令
和
７
年
度
ま
で
は
再
造
林
拡
大
の
目

　
　
標
値
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
何
ら
か

　
　
の
支
援
は
続
く
は
ず
で
す
が
、
そ
れ
以

　
　
降
は
未
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で
す
。

Ｑ
、
西
目
の
国
道
端
の
松
が
枯
れ
て
壊
滅
状

　
　
態
だ
が
原
因
は
何
か
。
枯
れ
な
い
松
を

　
　
植
え
た
の
で
は
な
か
っ
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の
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。

Ａ
、
昨
年
は
付
近
の
薬
剤
散
布
を
行
っ
て
い

　
　
な
か
っ
た
よ
う
で
そ
れ
が
原
因
で
は
な

　
　
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
市
か
ら
の
回
答
】

Ａ
、
来
年
度
に
枯
れ
松
を
伐
採
す
る
計
画
と

　
　
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
植
栽
を
予
定
し

　
　
て
い
ま
す
。

【
県
か
ら
の
回
答
】

Ａ
、
枯
れ
た
松
は
抵
抗
性
の
も
の
で
は
な
く

　
　
普
通
の
松
を
植
栽
し
た
も
の
で
す
。
海

　
　
水
浴
場
の
近
く
に
は
抵
抗
性
松
を
植
栽

　
　
し
て
い
て
こ
れ
は
枯
れ
て
い
ま
せ
ん
の

　
　
で
、
抵
抗
性
松
の
植
栽
を
検
討
し
て
い

　
　
ま
す
。
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１０２０̶１木材流通センター　由利本荘市西目町沼田字新道下

TEL０１８４-３２-１０８８　　FAX０１８４-３２-１０８９ TEL０１８４-３２-１０８０　　FAX０１８４-３２-１０８１

１０１９̶１ 製材工場『木香里』 由利本荘市西目町沼田字新道下

第 143 号

令和５年３月３１日

発　行森林組合だより森林組合だより森林組合だより

HP  h t tp : / /www.honmor i . com/　メール  honmor i @ t rad . ocn . ne . j p

本荘由利森林組合
由利本荘市水林３８１

ＦＡＸ０１８４̶ ̶２４４１４３ＴＥＬ０１８４̶ ̶２４４１４１㈹

（令和５年）
単位：円、上段（石当り価格）

　　　　　下段 ㎥ 当 り 価 格

樹　種

ス

　
　ギ

1月11日 2月2日

本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター

高　値 安　値 平均価格

3月2日

樹　種 材　長

　m

3.65

径　級

　cm

ス

　
　ギ

14下

16～22

24～34

高　値 安　値 平均価格 高　値 安　値 平均価格

出材量・販売量・販売率

１月：常連の量産工場は原木在庫が豊富なことから不参加。その影響で応札なしの物件も久々に出た。単価はやや弱含み。

　　　一部若齢木の出品があり、これは安い居所。

２月：２口以外はすべて若齢材だったこともあり、引き合いは弱く単価も弱含み。若齢材以外は横ばい。常連の量産工場が、原木

　　　在庫が豊富なことから不参加だったこともあり、今後も弱含みの推移となりそう。

３月：常連の量産工場や地元勢も、製品市況の落ち込みと、荷動きがここに来て一段と悪化していることから参加者は１名と低

　　　調。単価も弱含み横ばい。

(4, 009)
14, 433 

(4, 351)
15, 665 

(3, 194)
11, 501 

(3, 749)
13, 499 

(3, 605)
12, 979 

(2, 552)
9, 190 

(2, 552)
9, 190 

(2, 552)
9, 190 

(4, 151)
14, 947 

(2, 966)
10, 679 

(4, 304)
15, 495 

(3, 608)
12, 991 

(2, 637)
9, 494 

(2, 875)
10, 351 

(2, 500)
9, 000 

(2, 066)
7, 439 

(2, 427)
8, 738 

(3, 946)
14, 208 

(3, 900)
14, 041 

(3, 899)
14, 038 

(3, 899)
14, 039 

625㎥(2,250石)・432㎥(1,555石)・69% 639㎥(2,300石)・639㎥(2,300石)・100% 503㎥(1,810石)・124㎥(446石)・24%

第２８回 造林コンクール受賞林分第２８回 造林コンクール受賞林分

最優秀賞　収穫間伐の部
渡部　専一 氏

令和４年度  林業講演会令和４年度  林業講演会

優秀賞　収穫間伐の部
須藤　　進 氏

優良賞　枝打ちの部
本間　庄一 氏

入賞　保育間伐の部
木村　静枝 氏

入賞　収穫間伐の部
嶽石　伊久雄 氏

入賞　収穫間伐の部
池田　　隆 氏


